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農
水
省
は
１１
月
７
日
、
福

岡
県
下
の
乳
用
牛
飼
養
農
場

に
お
い
て
、
国
内
で
は
初
め

て
と
な
る
ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン

病
（
以
下
、
本
病
）
の
発
生

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
公
表

し
た
。

本
病
は
、
ラ
ン
ピ
ー
ス
キ

ン
病
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と

し
、皮
膚
の
結
節
や
水
腫
、発

熱
、乳
量
の
低
下
等
、多
様
な

症
状
を
示
す
牛
・
水
牛
の
病

気
で
、
主
に
ベ
ク
タ
ー（
蚊
、

サ
シ
バ
エ
、
マ
ダ
ニ
等
）
に

よ
る
機
械
的
伝
播
に
よ
り
感

染
す
る
。
ま
た
、
牛
の
移
動

に
よ
る
拡
大
の
恐
れ
が
あ
る

の
で
、注
意
が
必
要
と
な
る
。

本
病
は
、
ア
フ
リ
カ
で
流

行
し
、
１０
年
代
に
中
東
の
一

部
や
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い

て
発
生
し
て
い
る
。
１９
年
以

降
、
ア
ジ
ア
で
の
発
生
が
拡

大
。
２３
年
に
は
韓
国
で
発
生

し
、
今
年
も
１７
件
発
生
し
て

い
る
（
１１
月
１
日
時
点
）
。

１１
月
１４
日
現
在
、
福
岡
県

の
７
農
場
（
乳
用
６
農
場
、

乳
用
・
肉
用
１
農
場
）
と
熊

本
県
の
１
農
場
（
乳
用
）
で

本
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

本
病
は
、
死
亡
率
は
高
く

な
く
、
自
然
治
癒
す
る
が
、

発
症
し
た
牛
の
早
期
発
見
、

隔
離
、
移
動
の
自
粛
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
等
の
総
合
的
な
防

疫
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

本
病
は
牛
の
病
気
で
あ

り
、
人
に
感
染
す
る
こ
と
は

無
い
と
さ
れ
る
。

（
５
面
に
関
連
記
事
）

全
国
開
拓
農
業
協
同
組
合

連
合
会
（
全
開
連
）
は
１０
月

３０
日
、
東
京
・
平
河
町
の「
ル

ポ
ー
ル
麹
町
」
で
第
７６
回
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。

第
７６
年
度
（
２３
年
８
月
１

日
か
ら
２４
年
７
月
３１
日
ま

で
）
事
業
報
告
、
貸
借
対
照

表
な
ど
、
第
７７
年
度
事
業
計

画
設
定
な
ど
の
議
案
を
、
原

案
ど
お
り
可
決
、決
定
し
た
。

の
り
つ
ね

冒
頭
、
新
津
賀
庸
会
長
が

挨
拶
し
、
「
酪
農
・
畜
産
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
生
産
資

材
価
格
が
高
止
ま
っ
て
い
る

一
方
、販
売
物
に
つ
い
て
は
、

コ
ス
ト
増
加
分
に
見
合
う
価

格
上
昇
は
見
ら
れ
ず
、
生
産

者
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
全
国
の
開

拓
組
織
が
力
を
合
わ
せ
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年

再
稼
働
し
た
、
人
吉
食
肉
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
ゼ
ン
カ
イ
ミ

ー
ト
㈱
で
は
、
ハ
ラ
ー
ル
牛

肉
の
本
格
的
な
輸
出
再
開
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
本
会
も
、
会
員
・
生
産

者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
、
魅
力

あ
る
組
織
と
な
る
よ
う
役
職

員
一
丸
と
な
り
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
」
と
表
明
し
た
。

続
い
て
、
農
水
省
畜
産
局

企
画
課
課
長
補
佐
の
林
康
之

氏
と
、
農
林
中
央
金
庫
食
農

法
人
営
業
本
部
食
農
金
融
部

長
の
奥
田
康
一
郎
氏
が
来
賓

挨
拶
を
行
っ
た
。

次
に
、
議
長
に
ジ
ャ
パ
ン

ビ
ー
フ
農
協
代
表
理
事
組
合

こ
う
し
ん

長
の
高
橋
孝
眞
氏
を
選
任
し

て
議
事
に
移
っ
た
。

第
１
号
議
案
＝
第
７６
年
度

（
２３
年
度
）事
業
報
告
な
ど
、

第
２
号
議
案
＝
第
７７
年
度
事

業
計
画
設
定
に
つ
い
て
―
な

ど
６
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全

て
の
議
案
が
賛
成
多
数
で
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
第
５
号
議
案
に
お

い
て
、
増
田
昌
洋
専
務
理
事

の
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
で

は
、
前
参
事
の
本
多
由
和
氏

が
選
任
さ
れ
た
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
生
が
、
今
シ
ー
ズ

ン
は
早
ま
っ
た
。
１０
月
１７
日

に
北
海
道
で
確
認
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
昨
年
よ
り
約
１

ヵ
月
早
ま
っ
て
い
る
。

家
き
ん
で
は
こ
れ
ま
で
に

（
１１
月
１１
日
現
在
）
、
全
国

各
地
で
７
例
発
生
し
て
お
り

（
表
）
、
今
後
の
広
が
り
が

懸
念
さ
れ
る
。

２
シ
ー
ズ
ン
前
に
は
、
過

去
最
悪
の
２６
道
府
県
で
８４
事

例
が
発
生
し
た
た
め
、
昨
シ

ー
ズ
ン
は
対
策
を
強
化
し

て
、
１０
道
県
１１
事
例
に
抑
え

ら
れ
た
。
し
か
し
、
今
シ
ー

ズ
ン
は
再
び
早
い
ペ
ー
ス
で

感
染
が
広
が
っ
て
い
る
。

環
境
省
に
よ
る
と
、
野
鳥

の
発
生
状
況
と
し
て
、
９
月

３０
日
に
１
例
目
が
発
見
さ
れ

て
以
来
、
全
国
各
地
で
２０
例

以
上
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（
１１
月
８
日
現
在
）
。

本
病
の
発
生
を
予
防
す
る

た
め
、
地
域
に
お
け
る
リ
ス

ク
低
減
対
策
を
推
進
し
、
今

一
度
、
農
場
に
お
け
る
ウ
イ

ル
ス
侵
入
防
止
対
策
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
。

【
農
場
に
お
け
る
発
生
予
防

対
策
】

★
人
・
物
・
車
両
の
入
出

時
に
は
、
専
用
の
衣
服
や
靴

の
使
用
、
車
両
消
毒
、
手
指

消
毒
の
実
施
。

★
野
生
動
物
の
侵
入
防
止

の
た
め
の
防
鳥
ネ
ッ
ト
な
ど

の
修
繕
等
。

１１
月
１１
日
、
第
２
次
石
破

内
閣
が
発
足
し
、
新
た
に
江

藤
拓
氏
（
６４
歳
、
自
民
党
、

衆
院
・
宮
崎
２
区
当
選
８
回
）

が
農
水
大
臣
に
就
任
し
た
。

江
藤
氏
は
２
度
目
の
農
水
大

臣
。江

藤
氏
は
、
成
城
大
学
経

済
学
部
を
卒
業
後
、
父
で
あ

る
江
藤
隆
美
議
員
の
秘
書
を

経
て
、
０３
年
の
衆
院
選
で
宮

崎
２
区
か
ら
出
馬
し
、
初
当

選
。当

選
後
は
、
農
水
大
臣
政

務
官
、自
民
党
農
林
部
会
長
、

農
水
副
大
臣
、
衆
議
院
農
水

委
員
長
、
内
閣
総
理
大
臣
補

佐
官
な
ど
を
歴
任
し
、
１９
年

に
１
度
目
の
農
水
大
臣
に
就

任
。１０

月
２７
日
の
衆
院
選
挙

で
、
与
党
が
過
半
数
割
れ
と

な
っ
た
こ
と
で
、
国
会
の
運

営
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
改
正
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
が
成
立

し
、
基
本
法
に
基
づ
く
食
料

・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
を

策
定
す
る
重
要
な
年
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
補
正
予
算

や
来
年
度
予
算
の
審
議
も
間

近
に
迫
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
２
度
目
の
就
任
と
な
る

江
藤
大
臣
の
手
腕
が
注
目
さ

れ
る
。

埼
玉
県
鴻
巣
市
の
荒
川
河

川
敷
に
あ
る
「
コ
ス
モ
ス
ア

リ
ー
ナ
ふ
き
あ
げ
」
の
周
辺

に
お
い
て
、
「
第
２６
回
コ
ス

モ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

１０
月
２６
・
２７
日
に
開
催
さ
れ

た
。８

・
６
ha
の
広
大
な
河
川

敷
に
、
約
１
０
０
０
万
本
の

コ
ス
モ
ス
が
咲
き
誇
っ
て
い

た
。秋

の
到
来
を
告
げ
る
コ
ス

モ
ス
と
い
え
ば
、
薄
紅
色
を

思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い

が
、
こ
の
ア
リ
ー
ナ
に
は
ピ

ン
ク
以
外
に
も
、
赤
・
白
・

黄
色
な
ど
様
々
な
色
の
花
が

咲
い
て
い
た
。

近
く
に
は
松
山
開
拓
が
あ

り
、
都
市
化
が
進
ん
で
は
い

る
が
、
よ
く
手
入
れ
さ
れ
た

田
畑
が
広
が
っ
て
い
た
。

表 ２４年シーズン高病原性鳥インフルエンザ
発生状況

疑似患畜
確定日

１０月１７日

１０月２３日

１０月２６日

１０月３１日

１１月６日

１１月７日

１１月１０日
（１１月１１日現在 農水省資料より）

検体情報

肉用鶏

採卵鶏

採卵鶏

採卵鶏

採卵鶏

採卵鶏

採卵鶏

場所

厚真町

香取市

上越市

大田市

胎内市

三豊市

石巻市

北海道

千葉県

新潟県

島根県

新潟県

香川県

宮城県

１例目

２例目

３例目

４例目

５例目

６例目

７例目

短い秋を告げる色とりどりのコスモス

挨拶する新津会長

全
開
連
第
７６
回
通
常
総
会

全
開
連
第
７６
回
通
常
総
会

増
田
専
務
の
後
任
に
本
多
氏
を
選
任

本多新専務理事

江
藤
氏
が
２
度
目
の
農
相

第
２
次
石
破
内
閣
発
足

ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
発
生

ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
発
生

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

早
い
ペ
ー
ス
で
感
染
拡
大

日
本
国
内
で
は
初
め
て
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農
畜
産
業
振
興
機
構
は
１０

月
３１
日
、
卸
売
業
者
や
小
売

業
者
（
量
販
店
、
食
肉
専
門

店
）
を
対
象
と
し
た
食
肉
販

売
動
向
調
査
結
果
（
２４
年
度

下
半
期
）
を
公
表
し
た
。

【
販
売
量
の
増
減
割
合
】

２４
年
度
上
半
期
に
お
け
る

量
販
店
の
販
売
量
の
増
減
割

合
に
つ
い
て
、
前
期
（
２３
年

度
下
半
期
）
と
比
べ
る
と
、

和
牛
及
び
国
産
鶏
肉
は
「
増

加
」と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

和
牛
で
５０
％
、
国
産
鶏
肉
で

７０
％
が
「
増
加
」
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
増
加
割
合
を
見

る
と
、
和
牛
は
「
５
〜
９

％
」
、
国
産
鶏
肉
は
「
５
％

未
満
」
が
最
も
多
か
っ
た
。

増
加
理
由
と
し
て
は
、
和
牛

が
「
販
促
強
化
」
が
最
も
多

く
、
次
い
で
「
輸
入
と
の
需

要
シ
フ
ト
」
及
び
「
値
下
げ

の
影
響
」
な
ど
と
な
っ
た
。

一
方
、
輸
入
牛
肉
及
び
輸

入
豚
肉
は
「
減
少
」
が
多
か

っ
た
。
減
少
理
由
に
つ
い
て

は
、「
値
上
げ
に
よ
る
影
響
」

が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
原

価
高
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。
そ

れ
以
外
の
区
分
（
交
雑
牛
・

乳
用
牛
な
ど
）
で
は
「
同
程

度
」
が
最
も
多
か
っ
た
。

２４
年
度
下
半
期
の
見
通
し

に
つ
い
て
、
上
半
期
と
の
比

較
で
は
、
交
雑
牛
で「
増
加
」

が
多
か
っ
た
。
交
雑
牛
は
４８

％
が
「
増
加
」
と
回
答
し
て

お
り
、そ
の
増
加
割
合
は「
５

〜
９
％
」
及
び
「
５
％
未
満
」

が
同
率
だ
っ
た
。
増
加
理
由

と
し
て
は
、
「
販
促
強
化
」

が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
輸

入
と
の
需
要
シ
フ
ト
」
だ
っ

た
。ま

た
、
輸
入
牛
肉
で
「
減

少
」
が
多
く
、
そ
れ
以
外
の

区
分
で
は
「
同
程
度
」
が
最

も
多
か
っ
た
。

【
小
売
価
格
の
見
通
し
】

２４
年
度
上
半
期
に
お
け
る

量
販
店
の
小
売
価
格
の
実
績

に
つ
い
て
、
前
期
と
比
較
し

て
輸
入
牛
肉
お
よ
び
国
産
・

輸
入
豚
肉
で「
値
上
げ
し
た
」

が
最
も
多
く
、
そ
の
他
の
全

て
の
区
分
で
は
「
同
程
度
」

が
最
も
多
か
っ
た
。
和
牛
は

「
値
上
げ
し
た
」
が
１０
％
に

対
し
、
「
値
下
げ
し
た
」
は

３０
％
と
な
っ
た
（
図
）
。

２４
年
度
下
半
期
の
見
通
し

に
つ
い
て
は
、
全
て
の
区
分

で
「
同
程
度
」
が
最
も
多
か

っ
た
。
「
値
上
げ
す
る
」
と

回
答
し
た
割
合
で
は
、
輸
入

牛
肉
と
国
産
豚
肉
が
共
に
３５

％
と
、
最
も
多
か
っ
た
。

☆
２
０
０
９
年
石
破
プ
ラ
ン

０９
年
、
当
時
の
石
破
農
水

大
臣
が
、
０８
年
に
筆
者
が
刊

行
し
た
『
現
代
の
食
料
・
農

業
問
題
―
誤
解
か
ら
打
開

へ
』
（
創
森
社
）
を
三
度
熟

読
さ
れ
、
こ
の
本
を
論
拠
に

し
て
農
政
改
革
を
実
行
し
た

い
と
表
明
さ
れ
た
。

拙
著
で
の
提
案
、
及
び
、

０９
年
９
月
１５
日
に
石
破
大
臣

が
発
表
し
た
「
米
政
策
の
第

２
次
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結

果
と
米
政
策
改
革
の
方
向
」

の
政
策
案
の
骨
子
は
、
「
生

産
調
整
を
廃
止
に
向
け
て
緩

和
し
て
い
き
、
農
家
に
必
要

な
生
産
費
を
カ
バ
ー
で
き
る

米
価
（
努
力
目
標
）
水
準
と

市
場
米
価
の
差
額
を
全
額
補

て
ん
す
る
。
そ
れ
に
必
要
な

費
用
は
３
５
０
０
〜
４
０
０

０
億
円
で
、
生
産
者
と
消
費

者
の
双
方
を
助
け
て
、
食
料

安
全
保
障
に
資
す
る
政
策
は

可
能
で
あ
る
」
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
そ
の
約
１
ヵ
月
後

に
民
主
党
政
権
が
誕
生
し
、

結
果
的
に
は
、
こ
の
農
政
改

革
案
は
、
民
主
党
が
提
案
し

て
い
た
「
戸
別
所
得
補
償
制

度
」
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
再
び

自
公
政
権
と
な
り
、
戸
別
所

得
補
償
制
度
は
廃
止
さ
れ

た
。し

か
し
、
石
破
議
員
は
、

２４
年
５
月
９
日
の
日
本
農
業

新
聞
大
会
の
挨
拶
に
お
い
て

も
、「
価
格
転
嫁
と
言
う
が
、

消
費
者
価
格
も
高
く
な
り
す

ぎ
な
い
よ
う
に
、
農
家
の
赤

字
を
補
て
ん
す
る
所
得
補
償

に
財
政
出
動
す
る
こ
と
で
生

産
者
と
消
費
者
の
双
方
を
助

け
る
仕
組
み
が
必
要
」
と
の

趣
旨
を
述
べ
、
「
当
時
、
一

緒
に
議
論
し
た
こ
と
を
今
も

念
頭
に
置
い
て
い
る
」
と
筆

者
に
も
話
さ
れ
た
。

☆
食
料
安
全
保
障
確
立
基
礎

支
払
い

そ
し
て
筆
者
は
、
ス
イ
ス

の
農
業
政
策
体
系
（
図
１
）

か
ら
、
食
料
安
全
保
障
の
た

め
の
土
台
部
分
に
な
る
「
供

給
保
障
支
払
い
」
と
、
そ
れ

を
補
完
す
る
直
接
支
払
い
の

組
み
合
わ
せ
に
着
目
し
、
図

２
の
よ
う
な
、
「
食
料
安
全

保
障
確
立
基
礎
支
払
い
」
を

核
に
し
た
超
党
派
の
議
員
立

法「
食
料
安
全
保
障
推
進
法
」

（
仮
称
）
の
可
能
性
を
提
起

し
た
。

農
家
だ
け
を
助
け
る
直
接

支
払
い
で
は
な
く
、
消
費
者

も
助
け
、
国
民
全
体
の
食
料

安
全
保
障
の
た
め
の
支
払
い

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
や
す

く
す
る
意
味
で
「
食
料
安
全

保
障
確
立
基
礎
支
払
い
」
と

い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
重
要
と

考
え
た
。
そ
し
て
、
筆
者
が

理
事
長
を
務
め
る
（
一
財
）

食
料
安
全
保
障
推
進
財
団
も

活
用
し
、
各
方
面
に
働
き
か

け
る
こ
と
と
し
た
。

☆
農
政
改
革
実
現
の
チ
ャ
ン

ス
〜
筆
者
の
提
案
が
ベ
ー
ス

に
な
っ
た
各
党
の
農
業
政
策

月
２０
回
前
後
の
全
国
各
地

で
の
講
演
に
加
え
、
ほ
ぼ
全

て
の
政
党
か
ら
勉
強
会
の
要

請
が
あ
っ
た
の
で
、
各
党
で

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

国
民
民
主
党
の
勉
強
会
で

は
、
こ
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
て
政
策
を
組
み
立
て
た
い

と
の
賛
同
を
い
た
だ
い
た
。

自
民
党
（
積
極
財
政
議
員
連

盟
）
、
立
憲
民
主
党
、
共
産

党
、
れ
い
わ
新
選
組
、
日
本

維
新
の
会
、
社
民
党
、
参
政

党
な
ど
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
政

党
か
ら
基
本
的
な
方
向
性
に

強
い
賛
同
を
い
た
だ
い
た
と

理
解
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
超
党
派
の
協
同

組
合
振
興
研
究
議
員
連
盟
が

こ
れ
に
着
目
し
て
く
れ
て
、

事
務
局
長
の
立
憲
民
主
党
の

小
山
展
弘
議
員
を
中
心
に
内

閣
法
制
局
と
も
打
ち
合
わ
せ

を
重
ね
、
自
民
党
の
積
極
財

政
議
員
連
盟
の
支
柱
で
あ
る

城
内
実
議
員
（
現
・
経
済
安

全
保
障
担
当
大
臣
）
も
賛
同

し
て
く
れ
、
議
員
連
盟
会
長

の
森
山
裕
議
員
（
現
・
自
民

党
幹
事
長
）
に
も
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

３
本
柱
と
な
る
施
策
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
ま
ず
、
①
食
料

安
全
保
障
の
ベ
ー
ス
に
な
る

農
地
１０
ａ
あ
た
り
の
基
礎
支

払
い
を
行
い
、
そ
れ
を
、
②

コ
ス
ト
上
昇
や
価
格
下
落
に

よ
る
経
営
の
悪
化
を
是
正
す

る
支
払
い
で
補
完
し
、
さ
ら

に
、
③
増
産
し
た
コ
メ
や
乳

製
品
の
政
府
買
い
上
げ
を
行

い
、
備
蓄
積
み
増
し
や
国
内

外
の
援
助
な
ど
に
回
す
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

図
３
に
示
し
た
具
体
的
な

数
値
は
、
筆
者
が
仮
に
置
い

た
数
字
な
の
で
、
数
字
は
あ

く
ま
で
仮
置
き
の
仮
置
き
だ

が
、
図
４
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
に
な
る
。

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
今
、
議
論
さ
れ
て
い
る

農
政
改
革
へ
の
想
い
は
み
な

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
流

れ
の
根
っ
こ
は
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
を
超
党
派
、
か
つ
、
国

民
運
動
と
し
て
実
現
す
る
絶

好
の
機
会
が
来
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
期
待
し
た
い
。

中
央
酪
農
会
議
（
中
酪
）

は
１０
月
１５
日
、
２４
年
度
上
半

期
（
４
〜
９
月
）
の
用
途
別

販
売
実
績
を
発
表
し
た
。
全

国
の
指
定
生
乳
生
産
者
団
体

（
指
定
団
体
）
の
総
受
託
乳

量
は
、
前
年
同
期
比
０
・
５

％
減
の
３
４
１
万
８
１
７
５

ｔ
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
進
行
す

る
離
農
や
、
記
録
的
な
猛
暑

の
影
響
な
ど
で
、
２２
年
度
よ

り
大
き
く
減
少
し
た
前
年
同

期
を
さ
ら
に
下
回
っ
た
。

一
方
、
用
途
別
販
売
実
績

で
、
飲
用
牛
乳
向
け
は
同
３

・
１
％
減
の
１
４
８
万
６
２

０
１
ｔ
と
な
っ
た
。
北
海
道

が
同
５
・
１
％
減
、
都
府
県

が
同
２
・
３
％
減
と
な
っ
た
。

巣
ご
も
り
需
要
で
好
調
だ
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
、

減
少
が
続
い
て
い
る
。

脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
向
け

は
、
同
４
・
０
％
増
と
な
っ

た
。
９
月
単
月
で
見
る
と
、

２０
・
５
％
増
と
大
幅
に
増
加

し
た
。

は
っ
酵
乳
等
向
け
は
、
同

１
・
１
％
減
。
チ
ー
ズ
向
け

は
、
都
府
県
で
は
同
３
・
８

％
増
と
な
っ
た
が
、
北
海
道

が
同
１
・
５
％
減
で
、
全
体

で
同
１
・
４
％
減
と
な
っ
た
。

全
開
連
人
事

（
１０
月
３０
日
付
）

退
職
（
役
員
就
任
）
本
多

由
和

（
１０
月
３０
日
付
）

▽
参
事
（
兼
）
管
理
部
長

（
管
理
部
長
）
村
松
栄
行
▽

事
業
推
進
部
長
（
兼
）
北
海

道
支
所
長
（
兼
）
東
日
本
支

所
長
（
兼
）
東
京
事
業
所
長

（
兼
）
和
光
販
売
事
業
所
長

（
事
業
推
進
部
長
）臼
井
靖
彦

１２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

１２
月

６
日

佐
賀
開
拓
び
よ
り
牛

・
開
拓
豚
枝
肉
共
進
会

（
佐
賀
）

１２
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

全
開
連
理
事
会
（
熊

本
）

枠組 制度名 金額

直 接
支払令

供給保障支払（丘陵・山岳地帯＆畑作・永年作物は加算あり）１，０９１
農業景観支払（丘陵・山岳地帯、傾斜地、夏季山岳放牧） ５０７
生産方式支払（有機、粗放生産、草地酪農・畜産、動物福祉） ４５８
生物多様性支払（地域の取組に対する支払を含む） ４００
景観の質に対する支払（多様な景観の維持） １４２
資源効率支払（肥料流出防止、土壌保全的耕法、農薬精密施用） ２５
移行支払（おもな既往制度からの受給額減少の補填） １６２

市場政策 生乳に対する追加的助成（チーズ原料乳の助成） ２９３
特定作物支払（主要畑作物の助成） ５９
合計 ３，１３６

農業・農村を守る政策導入の好機農業・農村を守る政策導入の好機

図４ 食料安保確立基礎支払い（変動部分）、
２００９石破プラン、戸別所得補償制度の基本概念

（単位 百万フラン）

「交付金」を、面積当たり、家畜単位当たりで支払う。生産
者には生産の継続を可能にし、消費者は安定した価格で購入
できることによって、生産者・消費者の双方を助け、食料安
全保障の確立に資する。

・食料安全保障の強化。食料自給率を高め輸入が途絶しても
国内生産で国民に食料供給できる体制を確立。
・そのために、数兆円規模の農業振興予算を増額し、「食料
安全保障確立基礎支払い」＊として、普段から、耕種作物に
は、農地１０ａ当たり、畜産には、家畜単位当たりの基礎支
払いを行う。その上に多面的機能支払いなどを加算。
＊生産費上昇や価格低下による赤字幅に応じた加算メカニ
ズムを組み込む。
・食料需給の最終調整弁は政府の役割とし、下限価格を下回
った場合には、穀物や乳製品の政府買入れを発動し、備蓄
積増しや国内外の人道支援物資として活用する仕組みを整
備。
・小中高での子供達への食と農の教育を必修にする。

不測の事態に国民の必要な食料を国内生産で供給できる
（国消国産）食料自給体制確立の交付金・買入の導入
【試算例】
〈食料安保確立基礎支払い〉
1．農地維持交付金

１０ａ３万円４３２万 haで１．３兆円
2．主要品目のコストと販売価格との格差を補てん→図４

コメ６０㎏ ３千円（１０ａ ３万円）３，５００億円
牛乳１㎏ １０円（１頭１０万円）７５０億円

3．主要穀物及び乳製品の備蓄・援助買入れ
コメ６０㎏ １．２万円 ５００万トン １兆円

給食無償化を含めて、総額約３兆円→今の２兆円に足して
も５兆円。以前は農水予算は実質５兆円超えていた。元に戻す
だけ。農水省予算でなく防衛省予算で確保することも視野に。

標準的な生産費

交付金

図３ 食料安全保障推進法（仮称）の試算例

東京大学大学院特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏

各種の直接支払いと予算額（２０１６年）
・供給保障＋農業景観で半分弱（条件不利地に加算あり）
・生産方式＋生物多様性で４分の１
・チーズ原料乳の助成が１割弱

図２ 食料安全保障推進法（仮称）の骨子

図１ スイスの直接支払い体系

食料・農業 知っておきたい話 第１３９回

＝超党派の国民運動が実るか＝＝超党派の国民運動が実るか＝

標準的な販売価格

出所 農業白書掲載のデータにより作成

交
雑
牛
が
販
売
増
加
傾
向

飲
用
牛
乳
等
向
け
3.1
％
減

２４
年
度
下
期

食
肉
販
売
動
向
調
査

２０２４年度上半期の小売価格（実績）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。



2024年（令和6年）11月15日開 拓 情 報（毎月１回１５日発行）第799号（3）

����������������������������������������������������������������

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
農

業
従
事
者
の
減
少
は
解
決
す

べ
き
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
方
法
の
一
つ
と

し
て
、
担
い
手
に
農
地
の
集

約
を
図
る
「
地
域
計
画
」
の

作
成
、
実
践
の
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
る
。

地
域
計
画
に
取
り
組
む
に

当
た
っ
て
は
「
地
域
ま
る
っ

と
中
間
管
理
方
式
」
と
呼
ば

れ
る
方
法
が
あ
る
。
こ
の
方

式
を
取
り
入
れ
て
農
地
を
維

持
し
て
い
る
、
鳥
取
県
日
南

町
多
里
地
域
の
（
一
社
）
Ｔ

Ａ
Ｒ
Ｉ
（
以
下
、
法
人
）
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

◇
地
域
ま
る
っ
と
方
式
と

は
？地

域
ま
る
っ
と
方
式
（
以

下
、
地
域
ま
る
っ
と
）と
は
、

地
域
の
「
守
り
た
い
農
地
」

を
個
々
の
農
家
や
不
在
地
主

（
以
下
、
農
家
等
）
が
農
地

バ
ン
ク
に
貸
し
付
け
、
そ
れ

ら
の
農
地
を
一
般
社
団
法
人

（
地
域
の
農
家
等
が
会
員
）

が
農
地
バ
ン
ク
か
ら
丸
ご
と

借
り
受
け
る
方
式
だ
。

農
家
等
（
会
員
）
は
法
人

と
「
特
定
農
作
業
受
委
託
契

約
」
（
基
幹
作
業
の
受
託
・

受
託
者
名
義
で
販
売
な
ど
）

を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
従
来

通
り
自
分
の
農
地
で
耕
作
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
法
人

か
ら
作
業
を
受
託
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
仮
に
自
分
や
他

の
会
員
が
耕
作
で
き
な
く
な

っ
て
も
、
法
人
が
調
整
す
る

の
で
、
遊
休
化
す
る
こ
と
は

な
い
、
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

◇
誰
に
い
つ
何
が
あ
っ
て

も
地
域
を
守
れ
る
よ
う
に

取
材
し
た
法
人
の
糸
田
川

啓
代
表
理
事
は
、「
『
地
域
ま

る
っ
と
』
を
と
る
こ
と
を
目

的
に
せ
ず
、
手
段
だ
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
ず
に
や
ろ
う
と

言
い
続
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

一
番
の
目
的
に
、
「
こ
の

土
地
で
農
業
を
続
け
て
い
く

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

か
」
を
考
え
、
地
域
ま
る
っ

と
に
取
り
組
み
始
め
た
。「
地

域
計
画
」の
前
身
で
あ
る「
人

・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
座
談
会

に
参
加
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
、
法
人
を
結
成
。

定
款
づ
く
り
で
分
か
ら
な
い

こ
と
が
沢
山
あ
っ
た
が
、「
分

か
ら
な
い
こ
と
は
専
門
家
に

聞
こ
う
」
の
精
神
で
乗
り
越

え
て
き
た
。

◇
２
台
の
ド
ロ
ー
ン
が
大

活
躍法

人
と
し
て
１
つ
の
チ
ー

ム
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

「
み
ん
な
で
一
緒
に
や
ろ
う
」

と
取
り
組
む
こ
と
が
増
え

た
。
機
構
集
積
協
力
金
、
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
や
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
な
ど
の
受
け
皿
に
も
な

っ
て
い
る
。
集
積
協
力
金
で

地
域
に
水
稲
の
防
除
用
ド
ロ

ー
ン
を
２
台
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
作
業
の
効
率
化

に
よ
り
、
現
在
、
８０
代
・
９０

代
の
ベ
テ
ラ
ン
も
営
農
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

◇
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

受
け
入
れ
も

Ｕ
タ
ー
ン
で
新
規
就
農
し

た
仲
間
に
、
水
路
が
使
え
な

く
な
っ
た
田
ん
ぼ
を
集
積
し

た
り
、
地
続
き
の
田
ん
ぼ
を

全
部
預
け
る
な
ど
、
「
農
地

が
ま
と
ま
っ
て
い
た
方
が
営

農
し
や
す
い
」
こ
と
を
念
頭

に
、
新
規
就
農
の
後
押
し
を

続
け
て
き
た
。

地
域
ま
る
っ
と
を
取
り
入

れ
た
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
受
け
入
れ
、
新
規
就
農

者
の
確
保
も
、
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
実
感
し
て
い
る
と
語
っ

て
く
れ
た
。

㈱
コ
ズ
レ
は
９
月
３
日
、

「
子
育
て
世
帯
に
お
け
る『
液

体
ミ
ル
ク
』
購
入
市
場
調
査

２
０
２
４
」
の
結
果
を
公
表

し
た
。
第
一
子
が
生
後
３
ヵ

月
以
降
の
保
護
者
５
５
３
人

か
ら
回
答
を
得
た
。

◇
液
体
ミ
ル
ク
と
は
？

液
体
ミ
ル
ク
は
１８
年
８
月

か
ら
国
内
製
造
が
可
能
に
な

っ
た
乳
児
用
ミ
ル
ク
。
開
封

後
す
ぐ
に
乳
児
が
飲
む
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
育
児
の
省

力
化
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
断
水
状
態
で
も
衛

生
的
に
乳
児
が
ミ
ル
ク
を
飲

む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
災

害
対
策
と
し
て
阪
神
淡
路
大

震
災
当
時
か
ら
要
望
が
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
悲
願
が
実

っ
た
。
備
蓄
体
制
を
強
化
す

る
自
治
体
も
増
加
中
だ
。

◇
購
入
経
験
約
４
割
に

液
体
ミ
ル
ク
を
「
買
っ
た

こ
と
が
あ
る
」
は
３９
・
４
％

と
な
っ
た
。
「
購
入
を
検
討

し
た
理
由
」
は
、
「
持
ち
運

び
し
や
す
い
」
が
４８
・
２
％

で
最
も
高
く
、
次
い
で
「
災

害
時
に
備
え
て
」
が
４４
・
５

％
、
「
調
乳
不
要
で
便
利
」

が
３５
・
３
％
だ
っ
た
。

液
体
ミ
ル
ク
の
選
択
基
準

は
図
の
と
お
り
。
「
持
ち
運

び
に
便
利
」
が
３７
・
２
％
と

最
も
高
か
っ
た
。
「
購
入
価

格
」
は
、
「
５
０
０
円
未
満
」

が
４１
・
７
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
「
５
０
０
〜
１
０
０

０
円
未
満
」
が
２０
・
２
％
、

「
１
０
０
０
〜
１
５
０
０
円

未
満
」が
１７
・
９
％
だ
っ
た
。

◇
内
容
量
・
サ
イ
ズ
な
ど

重
視「

買
い
替
え
時
の
選
択
基

準
」
は
、
「
内
容
量
・
サ
イ

ズ
」
が
３１
・
９
％
と
最
も
高

く
、
次
い
で
「
赤
ち
ゃ
ん
が

好
む
か
ど
う
か
」
が
２９
・
８

％
、
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
形
状

・
材
質
」
が
２５
・
５
％
だ
っ

た
。
な
お
、
「
買
い
替
え
時

期
」
は
、
購
入
か
ら
「
３
ヵ

月
」
が
２３
・
４
％
、
「
１
ヵ

月
」
が
１２
・
８
％
、
２
・
４

・
５
ヵ
月
が
同
列
で
１０
・
６

％
の
順
で
高
か
っ
た（
現
在
、

賞
味
期
限
は
１５
〜
１８
ヵ
月
程

度
と
な
っ
て
い
る
）
。

災
害
な
ど
に
備
え
、
液
体

ミ
ル
ク
の
普
及
と
備
蓄
推
進

が
望
ま
れ
る
。

生
産
資
材
の
高
騰
が
、
農

業
経
営
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。

１０
月
２２
日
に
都
内
で
開
催

さ
れ
た
ピ
ク
ア
俱
楽
部
セ
ミ

ナ
ー
で
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
な
ど
の
事
業
に
取
り
組

ゆ
き
の
ぶ

ん
で
い
る
利
根
幸
進
氏
が
、

「
行
動
が
未
来
を
創
る
〜
夢

を
現
実
に
変
え
る
逆
算
思
考

の
実
践
〜
」
と
題
し
て
講
演

を
行
っ
た
。

農
業
経
営
の
課
題
克
服
や

目
標
達
成
に
向
け
て
示
唆
に

富
む
内
容
で
あ
っ
た
の
で
紹

介
す
る
。

◆
目
標
に
向
け
て
行
動
を

決
め
る
「
逆
算
思
考
」
を

一
生
懸
命
に
毎
日
仕
事
を

す
る
ほ
ど
、
人
間
は
「
ス
テ

ッ
プ
バ
イ
ス
テ
ッ
プ
思
考
＝

目
の
前
に
あ
る
課
題
を
コ
ツ

コ
ツ
と
こ
な
し
て
い
く
こ
と

で
目
標
を
叶
え
る
」
と
い
う

方
法
を
取
っ
て
し
ま
い
が
ち

だ
が
、デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

気
付
い
た
時
に
は
寿
命
ま
で

の
時
間
が
足
り
ず
、
達
成
し

た
か
っ
た
目
標
が
達
成
で
き

な
い
リ
ス
ク
が
あ
る
。

そ
こ
で
利
根
氏
が
提
唱
す

る
の
が
、
「
逆
算
思
考
＝
目

標
か
ら
逆
算
し
て
行
動
計
画

を
立
て
る
」
と
い
う
思
考
法

だ
。
ゴ
ー
ル
を
先
に
決
め
て

お
き
、
や
る
べ
き
こ
と
を
先

に
挙
げ
て
お
く
こ
と
で
、
目

標
の
達
成
に
向
け
た
道
筋
が

明
確
に
な
る
。

こ
の
考
え
方
は
「
現
実
↓

理
想
」
か
ら
「
理
想
↓
現
実
」

へ
と
思
考
を
転
換
し
て
い
く

も
の
だ
。
現
実
か
ら
理
想
や

夢
を
考
え
る
思
考
だ
と
、�
無

理
な
理
由
�
が
現
実
と
し
て

先
に
目
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が

っ
て
し
ま
い
、「
現
状
維
持
」

か
ら
抜
け
出
せ
な
く
な
る
。

「
現
状
維
持
」
か
ら
抜
け

出
せ
な
く
な
る
の
は
、
何
事

も
現
状
を
変
え
る
た
め
に
は

努
力
と
根
性
が
必
要
に
な
る

か
ら
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
は
産
業
の
流
動
化

が
著
し
く
、
新
し
い
ス
キ
ル

や
幅
広
い
人
脈
づ
く
り
が
非

常
に
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

◆
付
加
価
値
を
付
け
る
こ

と
の
重
要
性

「
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
と
軸

を
考
え
る
」
と
題
し
て
、
同

氏
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

は
、「
付
加
価
値
を
付
け
る
」

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
訴
え

た
。
そ
の
価
値
に
気
付
い
て

も
ら
え
る
よ
う
様
々
な
ト
ラ

イ
を
繰
り
返
し
、
い
か
に
顧

客
の
潜
在
ニ
ー
ズ
に
気
付
く

か
が
重
要
だ
と
し
た
。

養
豚
経
営
で
提
示
さ
れ
た

例
は
図
の
と
お
り
。
ラ
イ
バ

ル
が
い
な
い
分
野
を
開
拓
し

て
い
く
こ
と
に
よ
る
ポ
ジ
シ

ョ
ニ
ン
グ
の
方
法
を
、
自
身

の
体
験
談
を
交
え
て
解
説
し

た
。◆

偶
然
を
力
に
す
る

同
氏
は
最
後
に
、
チ
ャ
ン

ス
の
掴
み
方
の
コ
ツ
は
「
桃

太
郎
理
論
＝
偶
然
を
チ
ャ
ン

ス
に
す
る
力
」
に
あ
る
と
し

た
。
様
々
な
会
合
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
異
業
種
と
の
情

報
の
交
流
が
生
ま
れ
、
同
氏

自
身
も
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
た
体
験
談

を
披
露
し
た
。

夢
や
目
標
を
叶
え
る
た
め

に
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ま
と

め
る
事
務
的
能
力
も
非
常
に

重
要
に
な
る
と
し
、
逆
算
思

考
に
よ
り
経
営
課
題
を
克
服

す
る
方
法
を
考
え
る
こ
と
、

周
り
を
説
得
し
て
い
く
こ
と

―
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
今
年
の
冬

も
、
「
♯
私
の
ミ
ル
ク
鍋
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す

る
。
期
間
は
、
１２
月
１５
日
〜

来
年
１
月
３１
日
ま
で
。

年
末
年
始
に
牛
乳
を
使
っ

た
ミ
ル
ク
鍋
を
作
っ
て
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
投
稿
し
、
特
に
生
乳
需

給
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
冬

季
間
に
牛
乳
の
消
費
拡
大
を

目
指
す
企
画
だ
。

冬
も
牛
乳
乳
製
品
を
積
極

的
に
摂
り
た
い
。

逆
算
思
考
で
経
営
課
題
に
挑
む

地
域
ま
る
っ
と
方
式
多
里
ver.

ピ
ク
ア
俱
楽
部
セ
ミ
ナ
ー
か
ら

地
域
で
連
携
し
農
地
守
ろ
う

タンパク質
の吸収
良好

利根幸進氏の資料に一部加筆

例えば、
プロテインのような
役割ができる
豚肉を作る

ポジショニングと軸を考える

液
体
ミ
ル
ク
購
入
経
験
４
割
に

高い

安い

省
力
・
災
害
時
対
策
に
期
待

（一社）ＴＡＲＩのホームページから

タンパク質
の吸収
低い

ドローンが活躍中の多里地域の田んぼ

㈱コズレの資料から

あ
っ
た
か
ミ
ル
ク
鍋
で
冬
も

積
極
的
に
牛
乳
消
費
を

Ｊミルクの資料から

液体ミルクの選択基準
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全
開
連
は
１０
月
３０
日
か
ら

１１
月
１
日
に
か
け
て
、
東
京

食
肉
市
場
で
２４
年
度
東
日
本

地
区
開
拓
牛
枝
肉
共
進
会
を

開
催
し
た
。
東
北
・
関
東
６

県
か
ら
交
雑
種
３４
頭
（
去
勢

１７
頭
、
雌
１７
頭
）
が
出
品
さ

れ
た
。

最
終
日
に
枝
肉
格
付
・
審

査
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
１

点
、
優
秀
賞
２
点
が
選
ば
れ

た
。
最
優
秀
賞
は
、
青
森
県

の
㈱
え
び
な
ふ
ぁ
ー
む
の
出

品
牛
と
な
っ
た
。

最
優
秀
賞
牛
は
生
後
２４
・

７
ヵ
月
齢
の
去
勢
で
、
種
雄

牛
は
「
義
美
桜
」
。
枝
肉
重

量
６
１
３
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面

積
６５
㎠
、
バ
ラ
厚
９
・
３
㎝
、

Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
７
、
格
付
Ｂ
４
、

歩
留
基
準
値
７０
・
８
だ
っ
た
。

審
査
講
評
で
「
枝
肉
は
ト

モ
と
カ
タ
に
厚
み
が
あ
り
、

肉
付
き
均
称
の
非
常
に
優
れ

た
仕
上
が
り
で
、
皮
下
脂
肪

の
厚
さ
が
均
一
で
無
駄
が
無

く
、
肉
の
色
・
光
沢
が
素
晴

ら
し
い
、
和
牛
の
特
質
を
引

き
出
し
た
、
交
雑
種
と
し
て

は
申
し
分
の
な
い
枝
肉
」
と

高
く
評
価
さ
れ
た
。

全
体
の
成
績
は
、
平
均
枝

肉
重
量
が
５
５
５
・
９
㎏（
去

勢
５
８
７
・
８
㎏
、
雌
５
２

４
・
０
㎏
）
、
肉
質
３
等
級

以
上
比
率
６１
・
８
％
、
４
等

級
以
上
比
率
３５
・
３
％
。
各

測
定
値
の
平
均
は
、
ロ
ー
ス

芯
面
積
６１
・
６
㎠
、
バ
ラ
厚

７
・
７
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
４
・

０
、
歩
留
基
準
値
７０
・
９
だ

っ
た
。

Ｃ
等
級
比
率
が
前
年
よ
り

１０
・
６
㌽
減
少
し
た
が
、
４

等
級
以
上
比
率
が
や
や
減
少

し
た
こ
と
が
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

【
最
優
秀
賞
】

㈱
え
び
な
ふ
ぁ
ー
む
（
青

森
）

【
優
秀
賞
１
席
】

瀬
戸
新
一
朗
（
神
奈
川
）

【
優
秀
賞
２
席
】

中
村
亨
（
埼
玉
）

岩
手
花
平
農
協
と
花
平
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
に

よ
る
乳
牛
共
進
会
「
２４
年
度

花
平
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ー
」
が
１０

月
１９
日
、
同
農
協
構
内
で
開

催
さ
れ
た
。
当
日
は
あ
い
に

く
の
雨
模
様
だ
っ
た
が
、
参

加
者
な
ど
の
熱
気
で
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

出
品
は
未
経
産
牛
４
部
門

に
２１
頭
、
経
産
牛
２
部
門
に

１１
頭
の
計
３２
頭
。

各
部
門
の
第
１
位
の
中
か

ら
名
誉
賞
と
し
て
、
未
経
産

牛
の
部
は
圷
寛
人
氏
、
経
産

牛
の
部
は
鈴
木
稔
氏
の
出
品

牛
が
選
ば
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
牛
の

引
き
付
け
コ
ン
テ
ス
ト
「
ひ

っ
ぱ
り
ま
シ
ョ
ー
」
も
行
わ

れ
、
小
学
生
以
下
の
部
に
７

人
、
中
学
生
以
上
の
部
に
８

人
が
出
場
し
た
。
小
学
生
以

下
の
部
の
ベ
ス
ト
リ
ー
ド
賞

り

な

は
宮
林
莉
那
ち
ゃ
ん
（
写
真

中
央
：
小
学
１
年
）
、
が
ん

ふ
み

か

ば
っ
た
で
賞
は
圷
史
華
ち
ゃ

は
や

と

ん
、
隼
史
く
ん
姉
弟
（
写
真

左
：
小
学
１
年
、
４
歳
）
が

見
事
選
ば
れ
た
。

宮
崎
県
乳
用
牛
肥
育
事
業

農
協
は
１０
月
１８
日
、
熊
本
県

錦
町
の
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱

（
枝
肉
展
示
）
と
ひ
み
つ
基

地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
表
彰
式
）

で
、
第
３６
回
枝
肉
共
進
会
を

開
催
し
た
。
交
雑
種
部
門
に

１９
頭
（
去
勢
１５
頭
、
雌
４

頭
）、
和
牛
部
門
に
１１
頭（
去

勢
７
頭
、
雌
４
頭
）
が
出
品

さ
れ
た
。

交
雑
種
部
門
の
最
優
秀
賞

は
、
㈱
重
冨
畜
産
の
雌
の
出

品
牛
で
、
生
後
２５
・
２
ヵ
月

齢
、
種
雄
牛
「
百
合
光
」
、

枝
肉
重
量
５
１
７
・
５
㎏
、

ロ
ー
ス
芯
面
積
６０
㎠
、
バ
ラ

厚
８
・
９
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
９
、

格
付
Ａ
５
、
歩
留
基
準
値
７２

・
１
だ
っ
た
。

交
雑
種
全
体
の
成
績
は
、

平
均
枝
肉
重
量
が
５
７
０
・

４
㎏（
去
勢
５
８
１
・
５
㎏
、

雌
５
２
８
・
７
㎏
）
、
４
等

級
以
上
比
率
６８
・
４
％
。

和
牛
部
門
の
最
優
秀
賞

は
、
㈱
長
谷
部
牧
場
の
去
勢

の
出
品
牛
で
、
生
後
３０
・
５

ヵ
月
齢
、
父
「
紀
多
福
」
・

母
の
父
「
幸
紀
雄
」
・
祖
母

の
父
「
安
福
久
」
、
枝
肉
重

量
５
５
０
・
０
㎏
、
ロ
ー
ス

芯
面
積
１
１
２
㎠
、
バ
ラ
厚

９
・
２
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１２
、

格
付
Ａ
５
、
歩
留
基
準
値
８１

・
２
だ
っ
た
。

和
牛
部
門
全
体
の
成
績

は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
５
５

９
・
３
㎏
（
去
勢
５
７
５
・

４
㎏
、
雌
５
３
１
・
３
㎏
）、

肉
質
５
等
級
比
率
９０
・
９
％
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

【
交
雑
種
部
門
】

最
優
秀
賞

㈱
重
富
畜
産

優
秀
賞

平
岡
伸
夫

優
良
賞

太
田
幸
雄

【
和
牛
部
門
】

最
優
秀
賞

㈱
長
谷
部
牧
場

優
秀
賞

前
原
牧
場
㈱

特
別
賞

㈱
北
部
霧
島
肥

育
牧
場

み
か
た
は
ら

静
岡
県
浜
松
市
の
三
方
原

台
地
は
、
浜
名
湖
の
東
側
に

位
置
す
る
。
戦
国
時
代
、
徳

川
家
康
と
武
田
信
玄
が
激
突

み

か

た

が

は

ら

し
た
「
三
方
ヶ
原
の
戦
い
」

が
有
名
で
あ
る
。

従
来
こ
の
地
域
に
は
河
川

が
無
く
、
明
治
以
降
、
先
人

た
ち
に
よ
り
天
竜
川
の
水
を

引
く
利
水
工
事
が
進
め
ら
れ

た
。約

９
０
０
０
ha
の
広
大
な

こ
の
台
地
は
、
戦
時
中
に
は

旧
陸
軍
の
飛
行
場
と
爆
撃
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

１
９
４
５
年
、
こ
の
三
方

原
に
約
６
０
０
名
が
入
植
し

た
が
、
開
墾
時
に
不
発
弾
が

爆
発
し
て
死
傷

者
が
出
る
、
と

い
う
痛
ま
し
い

事
故
も
起
き

た
。こ

の
土
地
は

強
い
酸
性
土
壌

の
赤
土
で
、
耕

作
に
は
不
向
き

だ
と
さ
れ
て
い

た
が
、
団
結
を

強
固
に
し
て
開

墾
を
進
め
て
い

っ
た
。
土
壌
改

良
に
も
力
を
注
い
だ
。

４６
年
に
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
が

導
入
さ
れ
、
土
壌
改
良
に
一

役
買
う
と
共
に
、
酪
農
家
も

徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。

４８
年
に
三
方
原
開
拓
農
協

が
設
立
さ
れ
、
現
在
に
至
る

ま
で
、
同
開
拓
地
の
要
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

５５
年
頃
か
ら
ミ
カ
ン
の
栽

培
が
始
ま
り
、
基
幹
作
物
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

６５
年
頃
に
は
ス
イ
カ
部
会

が
で
き
、
後
の
蔬
菜
部
会
と

な
る
。
品
種
や
生
産
管
理
の

一
元
化
や
、
他
県
へ
技
術
研

修
な
ど
に
出
か
け
る
な
ど
し

て
技
術
を
磨
き
、
高
品
質
な

ス
イ
カ
を
生
産
し
、
市
場
評

価
は
格
別
な
も
の
と
な
っ

た
。そ
の
後
、ハ
ウ
ス
に
よ
る

メ
ロ
ン
や
ト
マ
ト
な
ど
の
栽

培
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

現
在
で
も
、
特
産
の
「
三

方
原
馬
鈴
薯
」
を
は
じ
め
、

大
根
、
ト
マ
ト
、
ミ
カ
ン
、

メ
ロ
ン
な
ど
、
多
く
の
野
菜

や
果
物
が
生
産
さ
れ
て
い

る
。組

合
結
成
３０
周
年
を
記
念

し
て
、７８
年
に
開
拓
之
碑
が
、

当
時
開
拓
農
協
の
あ
っ
た
浜

松
市
三
幸
町
に
建
立
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
農
協
の
事
務

所
移
転
に
伴
い
、
浜
松
市
北

区
豊
岡
町
の
現
在
の
農
協
の

前
に
移
設
さ
れ
て
い
る
。

開
拓
之
碑
に
は
土
質
不
良

の
開
拓
地
の
苦
労
が
克
明
に

刻
ま
れ
て
お
り
、
入
植
以
来

し
の

の
道
程
が
偲
ば
れ
る
。

農
協
の
近
く
に
、
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
土
の

市
直
売
場
」
が
あ
り
、
と
れ

た
て
の
農
産
物
な
ど
を
消
費

者
に
提
供
し
て
い
る
。

ゆ
う
き
青
森
農
協
は
１０
月

１８
日
、
東
京
食
肉
市
場
で
２４

年
度
枝
肉
共
励
会
を
開
催
し

た
。
今
年
は
、
交
雑
種
の
部

に
１３
頭
（
去
勢
１０
頭
、
雌
３

頭
）
、
黒
毛
和
種
の
部
に
１１

頭
（
去
勢
９
頭
、
雌
２
頭
）

が
出
品
さ
れ
た
。

交
雑
種
牛
の
部
最
優
秀
賞

は
、
金
沢
留
美
子
氏
の
出
品

牛
の
去
勢
で
、
生
後
２５
ヵ
月

齢
、
種
雄
牛
「
花
之
福
」
、

枝
肉
重
量
５
９
６
㎏
、
ロ
ー

ス
芯
面
積
６７
㎠
、
バ
ラ
厚
７

・
８
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
７
、
格

付
Ｂ
４
、
歩
留
基
準
値
７１
・

０
だ
っ
た
。

交
雑
種
の
部
全
体
の
成
績

は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
５
６

４
・
０
㎏
（
去
勢
５
９
２
・

０
㎏
、
雌
４
７
０
・
６
㎏
）、

肉
質
３
等
級
以
上
比
率
８４
・

６
％
。各
測
定
値
の
平
均
は
、

ロ
ー
ス
芯
面
積
６０
・
８
㎠
、

バ
ラ
厚
８
・
２
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ

№
４
・
６
、
歩
留
基
準
値
７１

・
１
だ
っ
た
。

黒
毛
和
種
の
部
最
優
秀
賞

は
、
鎌
本
進
氏
の
去
勢
の
出

品
牛
で
、
生
後
２９
ヵ
月
齢
、

父「
茂
晴
花
」・
母
の
父「
華

春
福
」
・
祖
母
の
父
「
安
福

久
」、
枝
肉
重
量
５
６
８
㎏
、

ロ
ー
ス
芯
面
積
８５
㎠
、
バ
ラ

厚
８
・
７
㎝
、Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１２
、

格
付
Ａ
５
、
歩
留
基
準
値
７７

・
３
だ
っ
た
。
鎌
本
氏
は
２

年
連
続
の
受
賞
と
な
っ
た
。

黒
毛
和
種
の
部
全
体
の
成

績
は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
５

１
９
・
２
㎏
（
去
勢
５
４
５

・
９
㎏
、雌
３
９
９
・
０
㎏
）、

肉
質
４
等
級
以
上
比
率
１
０

０
％
。各
測
定
値
の
平
均
は
、

ロ
ー
ス
芯
面
積
７２
・
５
㎠
、

バ
ラ
厚
８
・
２
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ

№
９
・
５
、
歩
留
基
準
値
７５

・
８
だ
っ
た
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

【
交
雑
種
の
部
】

最
優
秀
賞

金
沢
留
美
子

優
秀
賞

㈲
金
子
フ
ァ
ー

ム

優
良
賞

枋
木
政
則

【
黒
毛
和
種
の
部
】

最
優
秀
賞

鎌
本
進

優
秀
賞

（
農
）岡
山
牧
場

優
良
賞

㈲
金
子
フ
ァ
ー

ム

最優秀賞のロース断面

㈱
え
び
な
ふ
ぁ
ー
む
青
森
が
最
優
秀
賞

戦いの地を食料の宝庫に開墾
静岡県浜松市・三方原開拓

東
日
本
地
区
開
拓
牛
枝
肉
共
進
会

未
経
産
圷
氏
、経
産
鈴
木
氏

岩
手
花
平
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ー

交
雑
種
重
冨
畜
産
、和
牛
長
谷
部
牧
場

宮
崎
乳
肥
農
協
枝
肉
共
進
会

雨の中でも、いつも仲良しの牛をひっぱる
子どもたち

交
雑
種
金
沢
氏
、黒
毛
和
種
鎌
本
氏

ゆ
う
き
青
森
農
協
枝
肉
共
励
会

上：重冨さん、下：長谷部さん



開 拓 情 報（5） 第799号 2024年（令和6年）11月15日（毎月１回１５日発行）

前号（７９８号）で紹介した桃太郎農園
から東へ車を走らせること約１０分。今
回紹介する、高田牧場に到着した。
同牧場は、島根県大田市の標高４８０ｍ
ほどの三瓶開拓に位置する。４６年に初
代の高田霊太さんが入植。畑作と酪農
の二刀流で始まり、６５年から酪農専業
となった。８２年に現在の牧場主である
ま さ は る

雅晴さん（６２）が２０歳で就農。当時３０
頭ほどの規模だった同牧場は、現在は
搾乳牛１００頭（年間乳量は７８万６６６３㎏）、
育成牛１１頭、黒毛和種子牛１１頭、繁殖
向け和牛３頭の規模にまで拡大した。

え み

同牧場は、雅晴さん、妻の恵美さん
た く はやお

（６１）と息子の拓さん（３３）、駿さん
（３０）の計４人の家族経営。恵美さん
以外の３人は人工授精師の資格を取得
しており、自身で種付けを行っている。
後継牛確保のための種付けのほか、和
牛の精液や受精卵をつけて、その子牛
の出荷にも取り組んでいる。２００１年に
は搾乳専用の５０頭規模フリーバーン牛
舎を建設した。
８haの所有地と２０ha の借地で自給
飼料の生産に取り組んでいる。作目は、

イタリアンとスーダン。円安の影響で
輸入乾草が高騰しているため、特にイ
タリアンの作付面積を増やした。また、
今年はヒエが勝手に生えてきたが、給
与したところ嗜好性は悪くなかったた
め、３番草として利用したそうだ。

か く は ん

開放式攪拌プラントを補助事業で導
入しており、生産した堆肥は、２割は
水田農家・家庭菜園用に販売と戻し堆
肥に、残り８割は草地に散布している。
飼養管理では、乳量よりも牛の健康
を優先しており、事故や病気のない管
理を心掛けている。乳房炎対策として、
敷料であるおが粉を切らさないように
注意しており、肥育農家並みに敷料が
敷かれている。また、牛の健康を最優

先するために、「採算をとるために乳
量を何㎏出す」という考え方はしてい
ない。牛舎内では、ミストシステム（子
牛の肺炎予防と夏の暑熱対策）や、本
紙でも紹介した「カラス撃退レーザ
ー」、発情発見センサーなどのスマー
ト農業技術を活用し、牛が快適に過ご
せる環境づくりに努めている。
雅晴さんに今後の目標を聞くと、な
るべく早めに息子に経営を譲り、自ら

は手伝う立場に回り、将来的には、三世
代で牧場経営を行うのが夢だそうだ。
最後に、雅晴さんに、牛乳の消費拡
大のために取り組んでいることを尋ね
たところ、「三瓶開拓酪農農協では町
民運動会で牛乳を配布する活動を行っ
ている。牛乳の価格が高く感じるかも
しれないが、農家の生産コストが上昇
しているということも理解して飲んで
ほしい」と語ってくれた。

農水省は１１月７日、福岡県の乳用牛
飼養農場で、国内では初となるランピ
ースキン病の発生が確認されたと発表
した。
同病は、ランピースキン病ウイルス
による牛の伝染病で、主に、蚊・ハエ
・ダニの媒介による機械的伝播や、感
染した牛の移動により感染が拡大す
る。感染牛は、全身の皮膚に結節や水
腫、発熱、泌乳量の減少などの症状を
示し、生産性が低下する。
同省が各県に向けた通知では、同病

の防疫対策を徹底するために、定期的
な健康観察や害虫対策、器具の洗浄や
消毒などを徹底するよう呼び掛けてい
る。飼養牛の観察で、前述したような
症状がみられた場合は、群から速やか
に隔離し、獣医師や家畜保健衛生所に
連絡する。蚊やサシバエなどの吸血昆
虫による感染を防ぐため、殺虫剤の散
布や粘着シートなどにより防除する。
また、衛生管理区域内の整理整頓を
徹底し、使用する器具や畜舎等の清掃
と消毒を行うことなどが対策法として

挙げられている。
なお、同省によると、まん延防止の
ためにワクチンを備蓄しており、資材
と備蓄ワクチンを無償配布する態勢が

整えられている。発生農場を中心とし
た半径２０㎞以内の農場の家畜へのワク
チン接種が推奨されており、県知事の
指示があり次第、配布される。

農水省は１０月１８日、「２４年果樹及び茶
栽培面積（７月１５日現在）」を公表した。
果樹・茶ともに高齢化による労力不足
に伴う廃園などで、パインアップル以
外の１５品目で栽培面積が減少した。
【果樹】
調査を行った１５品目のうち、１４品目
で栽培面積が減少した。
―ミカン―
前年より９００ha（２％）減の３万６４００

ha。主産県別に見ると、和歌山県が８０
ha 減の７０３０ha、静岡県が９０ha 減の
５１２０ha、愛媛県が２００ha 減の５０９０ha
などとなっている。
―リンゴ―
前年より９００ha（３％）減の３万５０００
ha。主産県別に見ると、青森県が４００ha
減の１万９８００ha、長野県が１６０ha 減の
６７７０ha、岩手県が５０ha 減の２２３０ha だ
った。

―ブドウ―
前年より１００ha（１％）減の１万７５００
ha。主産県別に見ると、山梨県が１０ha
減の４０４０ha、長野県が９０ha 増の２８７０
ha、山形県が７０ha 減の１３９０ha となっ
た。

【茶】
前年より９００ha（２％）減の３万５１００
ha。主産県別に見ると、静岡県が５００ha
減の１万２８００ha、鹿児島県が１０ha 増
の８１５０ha、三重県が増減なしの２５９０ha
と続いている。

２４年果樹・茶栽培面積
区分 栽培面積 前年との比較 区分 栽培面積 前年との比較

対差 対比 対差 対比
ha ha ％ ha ha ％

ミカン ３６，４００ △９００ ９８ スモモ ２，６７０ △７０ ９７
その他カンキツ類 ２３，３００ △３００ ９９ オウトウ ４，３２０ △１１０ ９８

リンゴ ３５，０００ △９００ ９７ ウメ １３，５００ △４００ ９７
日本ナシ ９，８３０ △２７０ ９７ ブドウ １７，５００ △１００ ９９
西洋ナシ １，３５０ △５０ ９６ クリ １５，５００ △７００ ９６
カキ １７，６００ △３００ ９８ パインアップル ６２１ ２９ １０５
ビワ ８２７ △３５ ９６ キウイフルーツ １，９８０ △４０ ９８
モモ ９，９００ △５０ ９９ 茶 ３５，１００ △９００ ９８

農水省の資料から作成

牛の健康を第一に
島根県大田市 高田牧場

上：左から雅晴さん、拓さん、駿さん、恵美さん
左下：敷料たっぷりな牛床とミストシステム 右下：牛舎の様子

泌乳量低下などのランピースキン病泌乳量低下などのランピースキン病
福岡県で国内初の発生福岡県で国内初の発生

写真提供：モンゴル国中央獣医学研究所

果樹・茶の主要品目はすべて減少
２４年 栽培面積調査
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インバウンドの急激な増加などによ
り、疾病流行の機会が増えていること
から、より効果的な消毒法が求められ
ている。（公社）畜産技術協会は９月
１９日、「効果的な消毒技術と農場バイ
オセキュリティの強化」と題して講演
会を開いた。その中で、（公社）畜産
技術協会の竹原一明参与が、「畜産現
場での効果的な消毒」と題して発表。
同氏が東京農工大学在任中から研究を
続けて開発した、新たな消毒法「マイ
クロMIX法」を紹介した。
▽逆性石けんの弱点を補完：マイク
ロMIX法（以下、MIX法）とは、逆性

石けんとマイクロ水酸化カルシウムの
混合液による消毒法。竹原氏が「親し
みを感じてもらい普及するように」と
名付けた。必要な材料は表のとおり。
水に逆性石けんとマイクロ水酸化カル
シウムを投入して、木の棒などで混ぜ
れば出来上がる（QRコードに作製動
画）。作り置きが可能だが、１週間程
度で使いきる必要がある。
①低温下でも効果があること、②有
機物があっても効果があること、③「エ
ンベロープ（ウイルスを包む「封筒」
の役割の膜。ウイルスには、封筒付き
・封筒なしの２種類がある）」のないウ

イルスにも効果があること、の３点が
逆性石けんの弱点を補う。実証実験で、
消毒効果が現れるまでの時間も従来法
より早いことが確認されている。
▽マイクロ水酸化カルシウムの「粒
子の細かさ」がポイント：マイクロ水
酸化カルシウムは、食品添加物で、消
石灰とは異なる。粒子径が１０マイクロ
メートルと微細で、消石灰の１５分の１
程度の細かさで消石灰では代用できな
い。粒子が細かく水と混ぜると容易に
溶けるが、一部は白く沈殿して残る。
無理に沈殿物を溶かす必要はない。
粉を吸い込んだり目に入ったりしな
いよう、防除して取り扱う必要がある
ほか、ストレイナーにストッキングを
被せて、噴口が目詰まりしないよう注
意する。鳥インフルエンザやロタウイ
ルスなどにも効果を発揮することが確
認されており、豚熱や口蹄疫対策にも
効果が期待される。
▽通常の逆性石けんと取扱方法は同

じ：MIX法の溶液は通常の逆性石け
んと同じ感覚で消毒に使えるため、車
両やフロアマットの消毒のほか、豚舎
はオールアウトの時に、牛舎は牛房や
カーフハッチ単位で、動力噴霧器で天
井から床まで散布できる。逆性石けん
の１．７倍程度の費用でエンベロープの
有無に関係なく消毒ができる。
１種類の消毒液で２種類のウイルス
や多くの細菌に効果があるため結果的
にコスト削減につながる。なお、この
MIX法は、地方競馬全国協会補助事業
「農場消毒強化技術実用化推進」で実
施されたものである。

近年台風や類似の強風発生が増加し
ており、これに伴い、飼料用トウモロ
コシが倒伏する事例が多くなってき
た。
北海道では、釧路や十勝などの地域
で飼料用トウモロコシの栽培本数と倒
伏性状の調査をしており、多く植え過
ぎると倒伏リスクは高まる。また栽植
本数を減らしてもTDN収量に大きな
違いがないことを実証している。
◎TDN収量に大差なし：１０年以上

にわたり試験・実証を継続した結果、
１０a当たり７５００本以下が、台風等での
倒伏リスクを避けつつ収量を確保でき
る境界であることを実証した。
また、釧路管内において２年間にわ
たり６ヵ所の畑で７０００本台、８０００本台、
９０００本台のトウモロコシを植えて収量
の差を比べたところ、台風の発生の有
無に関係なく、７０００本台と８０００本台の
畑のTDN収量の差は２～５％程度に
とどまった（図１）。９０００本台になる
と収量は増えるが、倒伏リスクが高ま
るため、「多く播いたからといって収
量が増えるとは限らない」ことを念頭

に置く必要がある。
十勝農業改良普及センターの数々の
実証において、「播きすぎ」の畑が多
かった。７０００本台にしたトウモロコシ
畑の間に挟まれた８０００本台の畑は強風
で全面的に倒伏しており、多く植え過
ぎることは薦めないという。
◎倒伏リスクが減少：HPR値（引っ
張り強度 :値が低いほど倒伏に強い）
は、７０００本台は８０００本台の半分程度に
収まった（図２）。
栽植本数が多く密植になると、風通
しが悪くなり、すす紋病などもまん延
しやすくなり、茎が細くなって倒伏し
やすくなる。栽植本数を減らすことで
１ha当たり１万円程度種子費用を削
減することもできた。７０００本台程度に
抑えて栽植することで、台風等に強い
ことが実証された。

農水省が１０月に公表した「濃厚飼料
をめぐる情勢」によると、２３年の国内
での子実トウモロコシの作付け面積は
約２４６０haで、５年前から７倍に拡大し
ている。また、生産量は約１万２９００ｔ
で、５倍に増えた。生産者の努力は着
実に結果として現れている。
子実トウモロコシを含む飼料全般に

ついて国際社会では近年インドや中国
を中心に引き合いが強く、日本の深刻
な買い負けが憂慮される。国内での盤
石な飼料生産体制の強化が望まれる。

ロシアのウクライナ侵攻などにより
コンテナの運航に支障が出るなど、日
本の飼料需給を取り巻く環境は一層厳
しさを増している。
生産者の地道な努力により、WCS

用稲は栽培が増加していることから、
輸入飼料との置き換えの可能性につい
て関係者の関心が高まっている。
群馬県畜産試験場は、たちすずかの
WCSを既存飼料の輸入乾草と全量代
替しても、乳量・乳成分が同等である
ことを実証している。
◆試験内容：千葉県・群馬県・長野
県の各試験場のホルスタイン種泌乳中
後期牛を６頭ずつ、計１８頭を供試。試
験区は、乾物中たちすずかＷＣＳ４０％
を混合する「４０％区」、３０％混合する
「３０％区」、輸入チモシー３０％を給与

する「対照区」の３区を設けた。飼料
の配合は表のとおりとし、１期２１日間
で各６頭が３区全てに当たるよう組ん
だ。WCSには、糊熟期又は黄熟期の
適期刈りをしたたちすずかを用いた。
測定項目は乳量や乳質とした。
◆結果：飼料摂取量、乳質は同等だ
った。乳量は「４０％区」が２９．１㎏／
日、「３０％区」が２６．９㎏、対照区が
３０．６㎏と、４０％区は対照区と同等だっ
た。３０％区は飼料費は低減するもの
の、乳量が減少した。
同試験は、「農林水産省委託プロジ

ェクト研究」の成果である。なお、た
ちすずかの割合が４０％だとタンパク質
が若干欠乏することから、その給与に
当たって、大豆粕や綿実で養分を補う
必要がある。

表 マイクロMIX 法消毒液の材料
混合液の作り方 : 資材 夏場

１０００倍希釈
秋から春
５００倍希釈

逆性石けん ２００ml ４００ml

マイクロ水酸化カルシウム ４００ｇ ４００ｇ

水 ２００リットル ２００リットル
（参考）５００ml のプラスチックビーカーを用い、マイクロ水酸化力ル
シウム（粉）を３６０mlくらいの線まで入れると、２００ｇとなる。水１００リ
ットルに対して２００ｇ（０．２％）必要となる。

表 １日１頭当たりの給与量および混合割合

飼料名 ４０％区 ３０％区 対照区
（原物㎏）（乾物%） （原物㎏）（乾物%） （原物㎏）（乾物%）

たちすずかWCS ２７．０ ４０．０ ２０．２ ３０．０ ０．０ ０．０
チモシー乾草 ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ８．１ ３０．０
アルファルファ乾草 ０．０ ０．０ ２．７ １０．０ ２．７ １０．０
トウモロコシ ４．２ １５．０ ４．１ １４．５ ４．１ １４．５
大麦 ４．１ １５．０ ３．９ １４．５ ３．９ １４．５
大豆粕 ３．１ １１．３ １．６ ６．０ １．６ ６．０
ビートパルプ ０．３ １．０ １．６ ５．９ １．６ ５．９
ふすま １．１ ４．０ ２．５ ９．０ ２．５ ９．０
綿実 ２．１ ７．８ １．１ ４．２ １．１ ４．２
菜種粕 １．１ ４．０ １．１ ４．０ １．１ ４．０
添加剤＊ ０．５ １．９ ０．５ １．９ ０．５ １．９
水 ４．７ ０．０ ８．７ ０．０ １２．８ ０．０

合 計 ４８．０ １００．０ ４８．１ １００．０ ４０．１ １００．０
＊）添加剤：炭酸Ca、第２リンカル、ビタミンAED、食塩

群馬県畜産試験場等の資料から

新たな消毒法「マイクロMIX法」
マイクロ
MIX法の
作製動画は
こちらから

より高い効果を発揮 ➡

資料は全て（公社）畜産技術協会から

竹原氏がマイクロMIX法の液を作製する様子

飼料用トウモロコシの台風対策
１０a当たり７０００本台で倒伏軽減

釧
路
普
及
セ
ン
タ
ー

資
料
提
供

７０００本／１０ａ台では根張りも良い

たちすずかWCSで全量置き換え可能
輸入乾草の代替として

図１ 栽植本数の違いによるＴＤＮ収量の差 図２ 引張強度（ＨＰＲ値）の比較

国産濃厚飼料の生産状況子実トウモロコシ５年で７倍に
国産濃厚飼料の生産着実に拡大
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茨城県畜産センターは、早期母子分
離と人工哺乳期間短縮による子牛の発
育などへの影響や、母牛の繁殖性への
影響などについて検証を行った。
〈試験方法〉
黒毛和種子牛と繁殖雌牛を延べ３２頭
ずつ供試し、それぞれに対照区と試験
区を設定した。対照区は、母子同一単
房にて９０日齢まで自然哺乳とし、試験
区は、出生後３日で母子分離し、強化
哺乳代用乳による人工哺乳を４５日齢ま
で行う「４５日区」と６０日齢まで行う「６０
日区」の２区を設定した。なお、雌雄
頭数と生時体重が均等になるように区
分けを行った。試験期間は、子牛は出
生から２４０日齢まで、母牛は分娩から受
胎までとした。
〈飼養管理〉
両区ともに母子分離後は、母牛はス
タンチョンへ、子牛は単房へ移動した。
試験区は、母子分離後、強化哺乳代
用乳を哺乳瓶で朝昼夕の３回、最大哺

乳量は６Ｌ／日（代用乳１２００ｇ／日）
とし、４５日齢または６０日齢まで給与し
た。７日齢からは人工乳の給与を開始
し、８０日齢を目安に育成飼料に切り替
えた。切り替え時には２～４週間程度
の馴致期間を設け、徐々に移行させ、
順次増量しながら５㎏程度／日を上限
に給与した。
濃厚飼料と乾草（チモシー）は朝夕
の２回給与、乾草は飽食状態とし、自
由飲水とした。
〈試験結果〉
子牛の体重・体高について有意な差

は認められなかった。また、１日増体
量（ＤＧ）で、３０日齢で試験区両区が
対照区より大きくなる傾向を示した
が、試験終了時の２４０日齢での有意差は
認められなかった（図）。
１日あたりの飼料摂取量をみると、
濃厚飼料では３０、９０日齢で試験区両区
が対照区に対して、６０日齢では４５日区
が対照区に対して有意に多くなった
（表）。ＴＤＮ摂取量では、３０～９０日
齢において、試験区両区が対照区に対
して有意に多くなった。濃厚飼料と粗
飼料摂取量はともに試験終了時の２４０
日齢での有意差は認められなかった。
早期母子分離と強化哺乳代用乳の給
与に係るコストを見ると、対照区に対
し、人件費と哺乳経費において、試験
区両区でともに増加した。一方、母牛
においては、試験区の分娩間隔が対照

区より８７日の短縮となり、繁殖雌牛１
頭当たりの収入としては、９万７６０３円
の収入増、生産費でも６万１５６８円の削
減効果が見込まれた。
〈まとめ〉
子牛の飼料摂取量や体重、体高、Ｄ
Ｇ等の発育値等へ大きな影響を及ぼさ
ず、血液性状含め、健康状態への異常
もみられなかったことから、分娩後３
日で母子分離、４５～６０日間の強化哺乳
代用乳による人工哺乳は、通常の９０日
齢まで親付き飼育の代替として有効で
あることが示された。
なお、試験区で、人工哺乳終了およ
び飼料切り替えのタイミングで糞便の
形状が緩くなる傾向がみられたため、
哺乳方法の順守、十分な衛生管理、日
々の観察等が必要であることが留意点
として挙げられている。

北海道チクレン農業協同組合連合会
（以下、北海道チクレン）は１０月１０、
１１日の両日、帯広市において業務推進
会議・肉牛部会研修会を開催した。全
道から肉牛生産者、会員農協職員ら総
勢４０名以上が集結した。
１日目はホテルグランテラス帯広

で、２つの講演が行われた。

１つ目は、雪印種苗㈱事業本部トー
タルサポート室の佐藤尚親部長が「環
境変化に対応した草地飼料作物の生
産」と題し、北海道における昨今の気
候の変化が草地飼料作物に与える影響
と、今後の傾向と対策について講演し
た。東北でのチモシーの夏枯れを例に
とり、北海道でも本州と同じことが先

々起こるので、日頃か
ら環境適応品種や技術
情報の収集に努め、そ
のときにすぐに対応で
きるようにすることが
重要だと強調した。
２つ目は、生活クラ
ブ生協の高階洋介顧問
が「持続可能な牛肉の
消費とは」と題し、生
産者を見える化して、消費者とつなが
る取り組み等について講演した。生活
クラブ運動を通じて消費者が農業を知
る機会を増やすことで、１次産業の重
要性を認識してもらい自給率の向上に

も寄与していきたいと語った。
２日目は、広尾町にある「とかち飼
料㈱」を見学した。日頃扱っている配
合飼料の生産工程などを、参加者は興
味深く見学していた。

農畜産業振興機構は１１月１３日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２４年９月分、確定値）
を公表した。
交雑種と乳用種で標準的販売価格が
標準的生産費を下回ったため、交付が

行われる。肉専用種は４３都道府県で発
動した。
交付金単価（１頭当たり）は、交雑
種が５５５０．３円（前月発動ナシ）、乳用
種が５万２１１３．６円（前月は５万３９２２．６
円、いずれも確定値）となっている。
前月分と比べ、交雑種は飼料費の増
加で交付金は増額、乳用種は素畜費の
低下などで交付金は減額となった。

農水省畜産局は１０月１５日、肉用子牛
生産者補給金制度の補給金単価（７～
９月分）を公表した。
黒毛和種で平均売買価格が４９万８９００
円と、保証基準価格の５６万４０００円を下
回ったため、交付が行われる。補給金
単価は６万５１００円となった。
また、農畜産業振興機構は同日、優

良和子牛生産推進緊急支援事業の奨
励金単価（７～９月分）を公表した。
黒毛和種で平均売買価格が発動基
準価格を下回ったため、兵庫県以外
で交付が行われる。この事業では、
飼料効率の改善などの飼養管理向上
の取り組み数に応じて、１頭当たり
１～３万円の奨励金が交付される。

２０２１年、日本は３０年までにメタンの
排出量を３０％削減することを目指す
「グローバル・メタン・プレッジ」に
参加しており、そのためには、牛の飼
養管理の効率化の観点などからも、今
後欠かせない取り組みとなる。
農水省は１１月１日、牛のメタン排出
を抑制する効果がある「３―ニトロオキ
シプロパノール（３-NOP）」を飼料添
加物に指定した。
３-NOPは、牛の第一胃でメタンを
生成する酵素の活性を阻害すること
で、メタン排出を抑制する働きを持つ
とされる。
３-NOP を原料とした飼料添加物

のメーカーによると、牛１頭１日当た
り、小さじ４分の１杯の量を飼料に添
加して与えることで、メタン排出量を
乳牛では約３０％、肉用肥育牛で約４５％
削減できるとしている。
同飼料添加物は、これまでも多くの
国で販売され、利用されてきている。
今回の指定により、日本でもメタンガ
ス削減効果のある飼料添加物として、
販売が開始されることになる。
なお、日本では「飼料中の含有量が

０．０１５％以下でなければならない」「牛
への飼料以外に用いてはならない」な
どの成分規格や製造方法の基準を追加
している。

表 濃厚飼料摂取量 （㎏／日）

３０日齢 ６０日齢 ９０日齢 １２０日齢 １８０日齢 ２４０日齢

対照区
（n＝８） ０．０２±０．０１a ０．１３±０．１３a ０．８８±０．６７a ２．７５±０．７５ ４．２９±０．１５ ４．６２±０．３１

４５日区
（n＝12） ０．０５±０．０１b ０．８４±０．２５b ２．４４±０．５７b ３．３５±０．６５ ４．２５±０．２２ ４．６３±０．３７

６０日区
（n＝１２） ０．０５±０．０１b ０．３４±０．２３a ２．１４±０．５４b ３．３９±０．５３ ４．１７±０．２３ ４．４５±０．３７

平均値±標準偏差、異符号問に有意差あり（p＜０.０５）
図表は茨城県畜産センターの資料から

経済性向上や分娩間隔短縮などの効果
黒毛
子牛早期母子分離＋人工哺乳で

今年は帯広地区で開催
北海道チクレン 業務推進会議

肉牛部会研修会

交雑種、乳用種で発動
牛マルキン９月分

メタンガス抑制効果のある3-NOP
農水省 飼料添加物に指定

緊急事業が子牛基金とともに発動
７～９月分 最大９万５１００円交付
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あいにくの雨が降りしきる中、ゆう
き青森農協は１０月１９日、野辺地町のら
くのう営農センターにおいて、「酪農
・畜産まつり２０２４」を開催した。
このイベントは地域の人たちに畜産
・酪農へ理解を深めてもらうことを目
的に行われており（コロナ禍時は中
止）、地元の恒例行事となっている。
雨の影響で、例年より来場者はやや
少なかったが、スタッフや参加者の熱
気で大いに盛り上がった。
会場では、県産牛乳の試飲や、ヨー
グルトチーズケーキの無料配布、ラッ
シー作り体験、野菜の詰め放題も行わ

れた。また、牛肉販売のコーナーでは、
地元産の「あおもり和牛」「開拓交雑
種牛」「短角牛」が販売され、長い行
列ができていた。
全開連のブースでは、今年は国産豚
枝肉の丸焼きを行い、無料で振る舞っ
ていた。めったにお目にかかれない丸
焼きの様子を、来場者は珍しそうに眺
めていた。
１０ｔトラックの荷台をステージに改
良して行われたイベントでは、歌謡シ
ョーや、牛乳早飲み大会、焼肉丼大食
い選手権など、予定していた催しは全
て行われた。

年末商戦が活発
となり、牛肉相
場は強もちあい

朝晩の冷え込みが厳しくなり、年末
商戦が近づいてきた。
これまで軟調な動きに終始していた
和牛相場だが、ようやく徐々にではあ
るが上向いてきている。乳用・交雑種
ともに、年末に向かい強もちあいの推
移となりそう。
【乳去勢】１０月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１０３６円（前年同月比１２５％）
となり、前月より４１円下がった。
１１月になって、Ｂ２で１１００円前後で
の相場に持ち直してきた。年末に向か
い、強もちあいとなりそう。
【Ｆ₁去勢】１０月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１５６２円（同１１０％）、Ｂ２が１４２８円

（同１１７％）だった。前月に比べ、Ｂ３
が２８円下がり、Ｂ２は１３円上昇。
１１月になり、年末に向けて、Ｂ３で

１５００円台後半と、強もちあいの相場展
開となっている。
【和去勢】１０月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２０９１円（同１０２％）、Ａ３が１９４２円（同
１０７％）だった。前月に比べ、Ａ４・Ａ３
ともにゆるやかな上昇となっている。
１０月初旬までは、Ａ４で２３００円台の
動きとなっており、今後も堅調な展開
となるか。
【輸入量】農畜産業振興機構は１１月
の輸入量を総量で３万７１００ｔ（同
１１１％）と予測。内訳は、冷蔵品１万４５００
ｔ（同１００％）、冷凍品が２万２６００ｔ
（同１１９％）。冷凍品は前年が少なかっ
た分、増えている。
【出荷頭数】１１月の出荷頭数は、和

牛５万４２００頭（同９７％）、交雑種２万
７１００頭（同１１１％）、乳用種２万６４００頭
（同９４％）と、交雑種が前年を上回る
出荷頭数となる見込み。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１０５０～
１１５０円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６５０～１７５０円、
同Ｂ３が１５００円台、同Ｂ２が１４５０～
１５５０円、和牛去勢Ａ４が２３００～２４００円、
同Ａ３が２１００～２２００円での推移か。

相場が軟調な時
期だが､５００円台
は維持か

１０月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が６１９円（前年同月比
１１１％）、中物は６００円（同１１０％）とな
った。前月に比べ上物が４７円、中物も
４６円それぞれ下がった。上物は６００円台
をキープしていたが、動きはやや鈍く
なったよう。
１１月に入り、中旬になると上物で６００
円を切る相場となってきた。これから
相場が鈍くなる時期となるが、国産へ

の引き合いはいまだ
強く、読みにくい状
況となっている。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
１１月は１４７万頭（前年
同月比９９％）と、前
年並み。猛暑の影響
はもう少し続くとみ
られるが、出荷頭数
は徐々に増加する傾
向にある。
農畜産業振興機構
の需給予測による

と、１１月の輸入量は総量で８万２６００ｔ
（同１１０％）と、前年より増加する見込
み。内訳は、冷蔵品３万１１００ｔ（同
８７％）、冷凍品５万１５００ｔ（同１３２％）。
冷凍品は、価格優位性によるブラジル
産の他、米国・ＥＵなどの輸入量の増
加が見込まれる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５００～６００円、
中物も５００円台を維持できるか。

スモール価格は
もうしばらく底
値が継続か

【スモール】１０月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が１万６３０２円（前年同
月比３６％）、Ｆ₁（雄雌含む）は７万７５３０
円（同１１２％）と、前月に比べ、乳雄は
５８３円減、Ｆ₁も１万２円減と、前月に続
いての下落となった。
乳雄・Ｆ₁については、上場頭数が１０
月と同様の動きとなると見られ、頭数
が過剰となる状況はもうしばらく続き
そう。比較的高かった本州や九州の市
場でも北海道なみに下落した。
【乳素牛】１０月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の

取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１７万４３４３円（同９６％）、Ｆ₁去勢は３２万
１３３５円（同９７％）だった。前月に比べ
乳去勢は１万９８６８円下がり、Ｆ₁去勢は
１万５３８９円上がった。
乳去勢は、頭数の減少傾向が続き、
枝肉相場と共に強もちあいの展開が予
想される。Ｆ₁去勢も頭数減が続き、強
もちあいの展開か。
【和子牛】１０月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
５６万１７円（同１０３％）で、前月より６８３２
円上がった。
和牛の枝肉相場はやや上昇してきた
が、子牛価格の動きはあまり強まらず、
もちあいの展開が予想される。しかし、
１２月には肥育出荷が増え、牛舎の空き
を埋める動きがある可能性もある。

１０月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ４４１ ４８１ ３０６ ３１７ １７６，７４６ １９３，５７８ ５７８ ６１１
Ｆ１去 ２，１５２ ２，３７３ ３３８ ３４５ ３１５，８９９ ２９５，２３８ ９３５ ８５６
和去 ２，５１０ ２，２９７ ３４０ ３３９ ５９９，１３１ ５９４，３６０ １，７６２ １，７５３

東 北
乳去 ― ２ ― １８４ ― １６，５００ ― ９０
Ｆ１去 ２ ４ ３４７ ３７１ ２２０，０００ ２５０，８００ ６３４ ６７７
和去 ２，３６３ ２，３５９ ３２３ ３２２ ５４３，４９７ ５５３，７０８ １，６８２ １，７１９

関 東
乳去 １ ４０ ３９０ ２４４ １４９，６００ ２６５，１２８ ３８４ １，０８７
Ｆ１去 １７２ ７９ ３５３ ３４５ ３１１，５１７ ３００，９８２ ８８３ ８７２
和去 １，０１９ ７５６ ３２５ ３２８ ５７２，００９ ５８３，３２７ １，７６２ １，７７７

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 １ ― ２４９ ― ２３７，６００ ― ９５４ ―
和去 ９２ ６０ ２９３ ３２４ ５８５，５５９ ５２０，６３０ １，９９８ １，６０７

東 海
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ８２ ６５ ３３５ ３４１ ３４７，６１４ ３４２，９２９ １，０３９ １，００４
和去 ２５７ ４５９ ２６０ ２８４ ５２４，９５２ ６１６，３３３ ２，０２１ ２，１７３

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ３４３ ４３９ ２６４ ２７３１，０７０，１５３ ９２８，０４２ ４，０５１ ３，３９４

中 四 国
乳去 １６ ２７ ２７８ ２６１ １２６，６３８ １１３，５８５ ４５５ ４３６
Ｆ１去 ２３６ ２５６ ３３５ ３３６ ３４３，６２４ ３３０，１３７ １，０２７ ９８３
和去 ６５９ ７０２ ３０６ ３０８ ５１０，５３５ ５２０，８５３ １，６６９ １，６９４

九州・沖縄
乳去 ２ ― ２２０ ― ３８，５００ ― １７５ ―
Ｆ１去 ２７７ ３６０ ３２８ ３３３ ３４４，９７５ ３４７，３８９ １，０５２ １，０４４
和去 ６，３５０ １０，１８２ ３０１ ３０１ ５２７，４７４ ５２５，０４８ １，７５２ １，７４２

全 国
乳去 ４６０ ５５０ ３０５ ３０８ １７４，３４３ １９４，２１１ ５７２ ６３１
Ｆ１去 ２，９３４ ３，２３７ ３３８ ３４４ ３２１，３３５ ３０５，９４６ ９５１ ８８９
和去 １３，５９５ １７，２８５ ３１２ ３１０ ５６０，０１７ ５５３，１８５ １，７９５ １，７８４

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

雨にも拘わらず会場は大盛況
ゆうき青森農協 酪農・畜産まつり

上：雨の中でも大勢の来場者で賑わい、イベントも全て行われた。
左下：県産牛乳試飲コーナー 右下：全開連ブースでは豚枝肉丸焼き配布
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